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  平成23年2月17日 各  位 会    社 株 式 会 社 イ ト ー キ 代 表 者 代 表 取 締 役 社 長  松 井  正  (コード番号：7972 東証･大証第１部) 問合せ先 取締役常務執行役員企画本部長 細田 久雄 電   話 03-5566-7041 
 

 

 

中期経営計画中期経営計画中期経営計画中期経営計画ローリングプランローリングプランローリングプランローリングプラン 2013201320132013 策定策定策定策定のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ     当社の中期経営計画は、過年度の実績及び経営環境の変化等を踏まえ、1年ごとに更新を行うローリング方式を採用しています。2010年よりスタートしていた中期経営計画の数値目標を修正し、2011年から2013年までの計画を策定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

 記 
     1. 1. 1. 1. 中期経営計画中期経営計画中期経営計画中期経営計画ローリングプランローリングプランローリングプランローリングプラン2013201320132013策定策定策定策定のののの背景背景背景背景     当社は、世界的な経済危機下で損なわれた収益基盤を早期に回復し、安定した高収益体質を再構築するため、2010年度を初年度とする2012年までの新中期経営計画を策定し取り組んでまいりました。前年度については、平成22年2月17日付け「中期経営計画に関するお知らせ」にて公表致しましたとおり、世界同時不況による厳しい経営情勢を鑑み、急速に悪化した業績の回復に必要な条件や土台を整えるための「緊急対応策」に優先して取り組みました。 このような状況のなか、当社の業績は本日付け「平成 22 年 12 月期 決算短信」にて公表しましたとおり、前年比増収と、売上高総利益率の改善、コストダウンの徹底等により経常利益、当期純利益の黒字化を達成することができました。 当社の主な事業領域となるオフィス関連事業、設備機器関連事業ともに回復基調にありますが、需要の規模は未だ低水準であり、今後も厳しい事業環境が継続することが見込まれます。 今期のローリングでは、市場変動に耐え安定した収益基盤の再構築に徹底して取り組みながら、現在の強みと将来の展開を見直し、成長分野・重点分野へと経営資源をシフトする、成長軌道への早期回帰に向けて軸足を移して行きます。このローリングプラン2013に基づき中期経営計画の達成のための各々の施策、目標等を着実に遂行し、業績の持続的な伸長と企業価値の増大を図るとともに、その成果を株主の皆様に還元して参ります。    
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2.2.2.2.    中期経営計画中期経営計画中期経営計画中期経営計画ローリングプランローリングプランローリングプランローリングプラン2013201320132013のののの概要概要概要概要     2011年から2013年の3ヶ年は環境変化を乗り切る「守り」から、新たな成長ステージを実現するために「攻め」へと転じる3年間と位置づけます。 現中期経営計画の骨子に変更はありませんが、需要の低迷期に、新たな成長を追求するために理念と体系を備え、限られた需要の獲得と新しい需要の創造ができる企業力を高める施策、「成長戦略のための経営体力の構築｣を進め、商品力・生産力・営業力、全てにおいてコンペティターを凌駕する国内市場での「業界Ｎｏ.1」企業を目指したアクションプランを推し進めます。   【【【【数値目標数値目標数値目標数値目標】】】】                中期経営計画ローリングプラン2013の業績目標は、最終年度の2013年12月期において、 連結売上高1,225億円、連結経常利益率3.8％と設定いたしました。  連結 2010 年 12 月期実績 2013 年 12 月期計画 売上高（百万円） 83,253 122,500 営業利益（百万円） ▲482 4,100 経常利益（百万円） 533 4,650 当期純利益（百万円） 186 2,780 自己資本当期純利益率（ROE） 0.5％ 7.0％ 総資産当期純利益率 （ROA） 0.2％ 3.0％ （注）各指標は以下の計算式により算出しております。    自己資本当期純利益率：当期純利益／（（前期末自己資本＋当期末自己資本）／２）×100    総資産当期純利益率 ：当期純利益／（（前期末総資産＋当期末総資産）／２）×100    
(注)本資料に含まれる将来の計画に関する記載は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報及び 過程に基づき作成しており、実際の業績は様々な要因により計画と異なる場合があります。 


